
● Editorial Boad ●
　名誉主幹：菊地  恭三，小松崎  篤，鈴木  　衛
　編集主幹：加我  君孝，市村  恵一，小川  　郁
　編集委員：朝蔭  孝宏，折舘  伸彦，香取  幸夫，菊地  　茂，小島  博己，
　　　　　　近藤  健二，吉川  　衛
　編集顧問：星野  知之，髙橋  　姿，森山　  寛，池田　  稔，洲崎  春海，
　　　　　　小林  俊光，岸本  誠司，山岨  達也，飯野ゆき子，工藤  典代，
　　　　　　峯田  周幸

特集 / 鼻科診療の論点
－異なる立場の対話とディベート－

2025  February
Vol. 41 No. 2

2

250 ................学会・研究会予定
217 ................バックナンバー
256 ................次号予告

■異なる診療科の立場から■
 眼窩壁骨折の対応
 137  耳鼻咽喉科医の立場から.......高林　宏輔

 143  形成外科医の立場から...........竹内　直子・他

 149  眼科医の立場から ...................恩田　秀寿

 歯性上顎洞炎の対応
 153  耳鼻咽喉科医の立場から.......森　　恵莉

 159  歯科医の立場から ...................池田　哲也・他

 好酸球性副鼻腔炎の対応
 165  耳鼻咽喉科医の立場から.......中山　次久

 169  呼吸器科医の立場から...........小林　良樹

  小児アレルギー性鼻炎の対応
 173  耳鼻咽喉科医の立場から.......岡野　光博・他

 177  小児科医の立場から ...............加藤　正也・他

  頭蓋底腫瘍の対応
 181  耳鼻咽喉科医の立場から.......田中　秀峰

 185  脳神経外科医の立場から.......阿久津博義

■さまざまな治療法の中から■
 重症スギ花粉症に対する治療
 189  薬物療法の立場から ...............川島佳代子

 193  免疫療法の立場から ...............米倉　修二

 197  生物学的製剤による治療の
        　  立場から ....................................平野康次郎

  嗅覚障害に対する治療
 201  薬物療法の立場から ...............菊田　　周

 205  手術療法の立場から ...............乙田　愛美・他

 209  リハビリテーションの立場
        　  から ............................................奥谷　文乃

   empty nose syndromeに対する治療
 213  保存的治療の立場から...........鈴木　元彦

 218  手術治療の立場から ...............関根　達朗・他

  鼻中隔前弯に対する手術法
 222  hemitrans�xion approach .....大櫛　哲史

 228  septorhinoplasty(open/closed）
      　  .....................................................飯村　慈朗

■ 古典あれこれ
 234 小児神経学のパイオニア Isabelle Rapin .............................. 加我　牧子

■ 診療つれづれ
 242 “こどもの言葉の遅れ” に対する耳鼻咽喉科外来診療と対応
  －言語聴覚士とともに－ .................................................................... 小山　　悟・他

■ ABR－深く理解し，正しく判定するために－

 245 ABRはどのようにして発見されたか
　  －Jewettによる “ABRの発見の思い出” より－ .................................. 加我　君孝

■ 症例をどうみるか
 251 集学的治療が奏効した悪性ラブドイド腫瘍の症例 ............ 永久　泰斉・他

連  載

2026/09/12 21:42:37



● Editorial Boad ●
　名誉主幹：菊地  恭三，小松崎  篤，鈴木  　衛
　編集主幹：加我  君孝，市村  恵一，小川  　郁
　編集委員：朝蔭  孝宏，折舘  伸彦，香取  幸夫，菊地  　茂，小島  博己，
　　　　　　近藤  健二，吉川  　衛
　編集顧問：星野  知之，髙橋  　姿，森山　  寛，池田　  稔，洲崎  春海，
　　　　　　小林  俊光，岸本  誠司，山岨  達也，飯野ゆき子，工藤  典代，
　　　　　　峯田  周幸

特集 / 鼻科診療の論点
－異なる立場の対話とディベート－

2025  February
Vol. 41 No. 2

2

250 ................学会・研究会予定
217 ................バックナンバー
256 ................次号予告

■異なる診療科の立場から■
 眼窩壁骨折の対応
 137  耳鼻咽喉科医の立場から.......高林　宏輔

 143  形成外科医の立場から...........竹内　直子・他

 149  眼科医の立場から ...................恩田　秀寿

 歯性上顎洞炎の対応
 153  耳鼻咽喉科医の立場から.......森　　恵莉

 159  歯科医の立場から ...................池田　哲也・他

 好酸球性副鼻腔炎の対応
 165  耳鼻咽喉科医の立場から.......中山　次久

 169  呼吸器科医の立場から...........小林　良樹

  小児アレルギー性鼻炎の対応
 173  耳鼻咽喉科医の立場から.......岡野　光博・他

 177  小児科医の立場から ...............加藤　正也・他

  頭蓋底腫瘍の対応
 181  耳鼻咽喉科医の立場から.......田中　秀峰

 185  脳神経外科医の立場から.......阿久津博義

■さまざまな治療法の中から■
 重症スギ花粉症に対する治療
 189  薬物療法の立場から ...............川島佳代子

 193  免疫療法の立場から ...............米倉　修二

 197  生物学的製剤による治療の
        　  立場から ....................................平野康次郎

  嗅覚障害に対する治療
 201  薬物療法の立場から ...............菊田　　周

 205  手術療法の立場から ...............乙田　愛美・他

 209  リハビリテーションの立場
        　  から ............................................奥谷　文乃

   empty nose syndromeに対する治療
 213  保存的治療の立場から...........鈴木　元彦

 218  手術治療の立場から ...............関根　達朗・他

  鼻中隔前弯に対する手術法
 222  hemitrans�xion approach .....大櫛　哲史

 228  septorhinoplasty(open/closed）
      　  .....................................................飯村　慈朗

■ 古典あれこれ
 234 小児神経学のパイオニア Isabelle Rapin .............................. 加我　牧子

■ 診療つれづれ
 242 “こどもの言葉の遅れ” に対する耳鼻咽喉科外来診療と対応
  －言語聴覚士とともに－ .................................................................... 小山　　悟・他

■ ABR－深く理解し，正しく判定するために－

 245 ABRはどのようにして発見されたか
　  －Jewettによる “ABRの発見の思い出” より－ .................................. 加我　君孝

■ 症例をどうみるか
 251 集学的治療が奏効した悪性ラブドイド腫瘍の症例 ............ 永久　泰斉・他

連  載

2026/09/12 21:42:37


